
「
陽
病
」

は
熱
病
か
？

渡
遺

誠
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二
O
O
一
年
の
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
で
の
史
料
演
習
「
日
本
古
代
史
講

義
」
（
担
当
教
員
西
別
府
元
日
）
で
筆
者
が
担
当
し
た
『
小
右
記
』
長
保
六
（
一

O

O
四
）
年
七
月
一
日
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
っ
た
（
：
・
は
省
略
、
『
』
は
朱
書

を
示
す
。
返
り
点
は
筆
者
が
補
っ
た
も
の
。
以
下
、
同
じ
）
o

z
Z
5

談

｛

勘

文

Z

｛

藤

原

｝

『

祖

敗

』

・
：
允
亮
朝
臣
読
二
法
家
口
口
一
次
云
、
推
間
使
孝
忠
朝
臣
称
ニ
湯
病
一
不
レ
可
二
下

向
二
雄
レ
被
レ
処
二
重
科
一
不
レ
可
レ
勤
二
使
節
一
、
是
依
レ
不
レ
被
レ
理
一
一
申
請
事
一
云

々
：
・

こ
の
記
事
は
、
大
宰
帥
平
惟
仲
が
大
宰
府
の
患
の
か
か
っ
た
僧
・
盛
仁
を
宇
佐
弥

鞠
寺
に
送
り
込
み
、
あ
る
い
は
ま
た
、
管
内
に
対
馬
銀
採
掘
費
用
や
帥
館
料
米
な
ど

を
賦
課
し
て
府
使
を
在
地
に
入
部
さ
せ
、
強
硬
に
徴
収
す
る
大
宰
府
の
行
為
が
、
字

佐
宮
行
幸
会
御
装
束
料
の
徴
収
と
競
合
す
る
な
ど
し
て
、
大
宰
府
と
宇
佐
宮
と
の
聞

に
激
し
い
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
、
「
長
保
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
長
保
三
年
以
降
の
一

連
の
事
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
宇
佐
宮
内
部
の
大
神
氏
と
宇
佐
氏

と
の
対
立
も
絡
み
な
が
ら
進
行
し
、
長
保
五
年
か
ら
長
保
六
年
に
か
け
て
宇
佐
官
神

人
ら
が
多
数
上
洛
し
、
朝
廷
に
愁
訴
を
繰
り
返
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
政
府
は
長
保

六
年
四
月
二
八
日
、
宇
佐
官
の
宝
殿
を
封
じ
る
と
い
う
行
為
に
及
ん
だ
大
宰
府
に
対

し
て
、
事
件
を
調
査
さ
せ
る
た
め
推
間
使
派
遣
を
決
定
し
、
長
官
に
右
衛
門
権
佐
藤

原
孝
忠
、
判
官
に
左
衛
門
尉
平
中
方
、
主
典
に
右
衛
門
大
志
県
犬
養
為
政
を
任
命
し

た
。
推
問
使
は
八
月
に
下
向
し
、
一

O
月
初
め
に
は
、
宝
殿
を
封
じ
た
直
接
の
責
任

者
で
あ
る
府
典
代
永
峰
忠
義
・
府
検
非
違
使
為
望
を
伴
っ
て
帰
京
し
て
い
る
。
先
に

引
用
し
た
『
小
右
記
』
の
記
事
は
、
こ
の
推
間
使
が
下
向
に
先
だ
っ
て
、
「
湯
病
（
温

病
）
」
の
た
め
使
節
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
言
っ
て
下
向
を
渋
っ
て
い
た
こ

第3号史人

と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
令
宗
允
亮
に
よ
れ
ば
、
病
気
と
い
う
の
は
口
実
で
、
本

当
は
藤
原
孝
忠
の
申
請
を
処
理
し
て
も
ら
え
な
い
た
め
だ
と
い
う
。
「
申
請
事
」
に
つ

い
て
は
、
『
権
記
』
長
保
六
年
四
月
対
日
条
に
関
連
記
事
が
あ
る
。
孝
忠
は
右
衛
門
権

佐
と
同
時
に
山
城
守
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
国
は
「
難
治
亡
弊
之
第
ご
で
あ
り
、

ま
た
任
終
年
で
も
あ
っ
て
、
任
終
に
当
た
っ
て
行
う
べ
き
多
く
の
処
理
案
件
を
抱
え

て
い
た
。
そ
う
し
た
時
期
に
長
期
に
渉
っ
て
遠
方
に
赴
く
た
め
に
は
、
任
期
の
延
長

な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
欲
し
い
、
と
希
望
し
た
が
、
そ
の
申
請
は
七
月
に
至
っ
て
も

認
可
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
病
気
と
称
し
て
下
向
を
渋
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
日
本
古
記
録
本
で
は
こ
の
箇
所
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
平
安
・
鎌
倉
期
の
古

写
本
で
あ
る
九
僚
本
別
巻
（
康
本
）
と
呼
ば
れ
る
写
本
が
底
本
と
な
っ
て
お
り
、

「
湯
病
」
の
「
湯
」
に
つ
い
て
朱
書
で
「
温
欺
」
と
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
書
写
し
た

人
物
は
「
湯
病
」
で
は
意
味
が
分
か
ら
ず
、
「
温
病
」
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
推
測

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
小
右
記
』
の
他
の
箇
所
に
は
、
「
湯
病
」
は
一
カ

所
出
て
く
る
が
、
「
温
病
」
は
出
て
こ
な
い
。
ま
た
、
「
湯
病
」
の
記
載
の
あ
る
長
和

五
（
一

O
二
ハ
）
年
四
月
十
八
日
条
（
底
本
間
前
）
に
は
、
「
陽
」
と
傍
書
さ
れ
て
い

る
。
こ
ち
ら
で
は
「
湯
病
」
を
「
陽
病
」
の
誤
り
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ

と
に
一
不
す
通
り
「
陽
病
」
は
『
小
右
記
』
に
比
較
的
多
く
出
て
く
る
単
語
で
あ
り
、

近
似
し
た
字
体
か
ら
し
て
も
、
「
陽
病
」
こ
そ
が
正
し
い
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。こ
の

に
あ
る

い）。
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「
陽
病
」
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
第
一
版
）
に
は
次
の
よ
う

（
第
二
版
で
は
史
記
抄
の
用
例
が
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
変
更
は
な

ょ
う
l
び
ょ
う
ヤ
ウ
ピ
ヤ
ウ
【
陽
病
】

7
祖
国
高
熱
の
出
る
疾
病
。
熱
病
。
＊
小
右

記
1
長
和
二
年
九
月
二
七
日
「
今
日
左
衛
門
督
称
二
陽
病
一
、
自
二
途
中
一
退
去

知
何
」
＊
史
記
抄
l

一
四
・
一
扇
鵠
倉
公
伝
「
治
陽
病
と
云
ま
て
か
、
一
周
鵠
か
語

そ
〈
略
〉
中
熱
に
は
陰
石
の
柔
な
る
脅
か
よ
か
ら
う
と
思
そ
」
＊
史
記
l
倉
公

伝
「
陰
石
以
治
二
陰
病
一
、
陽
石
以
治
一
一
暢
病
こ



『小右記』こぼれ話

「
陽
病
」
は
熱
病
の
こ
と
と
説
明
さ
れ
、
『
小
右
記
』
の
記
事
が
例
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
「
陽
病
」
が
熱
病
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
よ

う
な
用
例
で
は
な
い
。
『
史
記
抄
』
に
「
中
熱
」
云
々
と
あ
る
か
ら
確
か
に
熱
病
ら
し

く
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
後
に
続
く
『
史
記
』
倉
公
伝
の
注
釈
で
あ
る
。
『
史
記
』

は
「
陰
」
と
「
陽
」
を
対
に
用
い
て
病
気
を
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
諸

橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
で
も
同
じ
『
史
記
』
の
用
例
を
示
し
て
「
熱
病
」
と
し
て

い
る
が
、
一
方
「
陰
病
」
の
項
で
は
「
体
内
の
見
え
な
い
所
に
発
す
る
病
。
又
、
陰

気
に
災
さ
れ
て
起
る
病
」
と
し
て
、
や
は
り
同
じ
用
例
を
掲
げ
る
。
鮪
単
に
調
べ
て

み
た
と
こ
ろ
で
は
、
ど
う
や
ら
東
洋
医
学
で
は
、
「
陽
病
」
は
熱
を
も
っ
て
は
じ
ま
る

病
気
、
「
陰
病
」
は
寒
を
も
っ
て
は
じ
ま
る
病
気
を
指
す
《
概
念
》
ら
し
く
、
こ
の
場

合
は
特
定
の
病
気
を
指
す
《
病
名
》
で
は
な
い
ら
し
い
。

し
か
し
、
『
小
右
記
』
の
用
例
は
そ
う
し
た
医
学
的
な
概
念
と
は
考
え
が
た
い
。
で

は
熱
病
の
一
種
か
と
言
え
ば
、
『
小
右
記
』
の
上
記
二
事
例
で
は
具
体
的
な
症
状
が
わ

か
ら
ず
判
断
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
『
小
右
記
』
か
ら
「
陽
病
」
の
用
例
を
集
め
て

み
る
と
、
冒
頭
の
事
例
の
他
に
以
下
の
六
例
が
あ
っ
た
（
〈
〉
は
割
書
・
細
字
を
一
不

す
。
以
下
同
じ
）
。

【
用
例
①
】
寛
弘
ニ
（
一

O
O
五
）
年
正
月
一
日
条

（

藤

距

頒

光

）

（

藤

原

道

長

）

『

華

』

・
：
右
大
臣
触
一
一
左
府
｝
云
、
膝
下
有
レ
悉
、
謝
座
間
不
レ
可
レ
堪
者
、
可
レ
被
二
奏
聞

｛

諸

〕

（

棟

）

一
者
、
即
所
司
奏
可
レ
付
二
内
侍
所
一
事
井
右
大
臣
令
レ
奏
事
、
以
一
一
左
頭
中
将
経
房

門諸］

一
令
二
奏
間
二
：
・
勅
答
云
、
所
司
奏
可
レ
付
二
内
侍
所
叩
事
・
右
大
臣
不
レ
可
レ
候
レ

列
事
等
依
レ
請
、
此
聞
出
コ
御
南
殿
一
、
左
大
臣
起
レ
座
、
進
一
一
御
所
一
、
小
時
退
帰

云
、
咳
病
発
動
不
レ
可
レ
候
、
伯
退
出
者
、
更
不
レ
着
二
仕
座
一
早
出
、
令
レ
見
一
一
気

色
一
、
右
府
称
一
一
陽
病
一
白
レ
肢
可
二
参
上
一
、
伺
所
二
退
出
一
欺
、
一
両
卿
相
云
、
右

大
臣
候
二
小
朝
拝
一
、
巴
知
レ
無
レ
慈
、
而
今
奏
下
有
レ
芸
之
由
主
、
不
レ
可
レ
然
欺
、

左
頭
仰
一
一
右
大
臣
－
云
、
可
レ
奉
二
内
弁
一
者
、
右
府
招
レ
余
云
、
称
下
有
一
一
所
労
一
由

（
藤
車
実
膏
）

t
、
而
又
更
被
レ
仰
下
可
レ
奉
コ
仕
内
弁
一
之
由
上
、
為
一
一
之
如
何
一
、
：
・
余
云
、
被
レ

奏
一
膝
下
有
レ
悉
由
一
、
内
弁
謝
座
如
何
、
今
一
度
可
レ
被
レ
奏
欺
、
被
レ
諾
、
以
二

（
藤
原
〉

右
頭
中
将
実
成
一
被
ニ
奏
間
二
無
一
一
天
許
一
、

【
用
例
②
〕
長
和
二
（
一

O
二
二
）
年
九
月
廿
七
日
条

当

チ

（

三

条

）

（

藤

原

｝

今
日
伊
勢
斎
内
親
王
〈
今
上
女
一
〉
行
棋
也
、
・
：
中
納
言
教
通
・
参
議
経
一
房
・

（
藤
席
）
通
任
雇
従
、
途
中
一
葉
燭
、
斎
王
到
コ
給
棋
所
一
、
：
・
亥
始
到
コ
給
野
宮
一
、
予
不
レ

（
困
閉
経
房
）

着
レ
座
罷
出
、
左
宰
相
中
将
間
出
、
宰
相
中
将
云
、
左
衛
門
督
〈
教
通
〉
被
一
一
責

冠
一
心
神
事
乱
、
自
二
条
辻
一
退
去
者
、
：
・
今
日
左
衛
門
督
称
二
陽
病
一
、
白
土
途

中
一
退
去
如
何
、
閑
廻
一
一
思
慮
一
、
公
役
之
上
既
是
神
事
、
又
非
二
宿
人
二
未
レ
得

意
瞳

二
其
音
一
、
計
位
左
相
国
教
輸
敗
、
．

【
用
例
③
】
長
和
五
年
四
月
十
八
日
条

陽

随
身
近
衛
高
扶
明
称
三
湯
病
一
、
久
不
一
一
出
仕
一
、
前
可
一
一
召
間
一
之
由
、
仰
一
将

｛
下
毛
軒
）

監
公
助
一
託
、

【
用
例
④
】
寛
仁
元
（
一

O
一
七
）
年
九
月
廿
三
日
条

｛
藤
原
公
任
）

未
時
許
参
内
、
四
条
大
納
言
・
右
衛
門
督
〈
案
成
〉
参
入
（
両
人
依
レ
服
不
レ
参

｛
藤
原
）

一
一
石
清
水
一
〉
、
頬
腫
無
レ
便
レ
交
レ
衆
、
触
一
一
事
由
於
資
業
朝
臣
一
罷
出
、
須
下
不
一

（
藤
原
道
長
｝

参
内
一
二
小
判
遣
案
内
上
、
然
而
依
レ
有
一
一
陽
病
之
疑
一
所
ニ
参
入
一
也
、
大
殿
・

（
藤
原
輔
過
で

摂
政
城
外
之
問
、
大
将
可
一
一
紙
侯
一
、
若
乍
レ
居
レ
家
称
レ
障
、
必
被
レ
処
一
一
故
怠
一
、

大
納
言
候
二
殿
上
一
、
依
二
親
眠
一
参
上
、
其
後
右
衛
門
督
参
入
、
仇
早
退
出
、
依

（
藤
原
資
平
〉

一
一
顔
面
不
例
一
、
宰
相
資

i
参
入
、
有
一
一
所
労
一
退
出
由
可
レ
触
一
一
女
房
一
事
、
示
一
一
宰

相
一
、
・
：

【
用
例
⑤
】
万
寿
四
（
一

O
ニ
七
）
年
七
月
五
日
条

（

練

道

方

）

｛

賢

平

）

：
・
内
供
良
円
下
山
、
為
レ
訪
一
一
宰
相
中
将
妻
事
一
、
今
朝
皇
太
后
宮
大
夫
送
一
一
中
将

之
書
状
一
云
、
明
尊
僧
都
奉
コ
仕
御
修
法
一
、
今
日
結
願
、
更
又
相
続
可
レ
行
レ
之
、

人
以
ニ
良
円
一
有
二
可
レ
修
之
由
一
、
日
来
心
神
不
レ
宜
、
飲
食
減
レ
例
、
余
従
二
去
廿

五
日
一
七
箇
日
可
レ
奉
レ
供
コ
養
観
音
一
之
由
前
日
示
コ
遣
之
一
、
然
而
称
二
庖
弱
一
以
一
一

定
範
師
一
令
ニ
供
養
一
、
以
－
一
此
趣
一
示
一
一
中
将
一
一
随
亦
伝
コ
遠
大
手
勺
、
此
問
良

円
下
山
、
可
レ
似
二
陽
病
一
、
伺
不
レ
向
一
一
中
将
許
一
即
以
帰
山
、
只
今
レ
云
ニ
事
由
中

将
許
一
、
有
二
僧
等
一
、
伺
不
レ
到
一
一
彼
家
一
、
為
レ
慨
ニ
外
漏
－
云
々
、
顔
色
枯
橋
、
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不
レ
可
レ
謂
レ
称
一
一
虚
仮
一
敗
、

【
用
例
⑥
】
万
寿
四
年
九
月
八
日
条

｛

藤

原

）

（

三

善

｝

：
左
大
弁
定
頼
忽
称
二
胸
病
発
動
由
一
退
出
、
依
レ
可
レ
定
一
一
雅
頼
覚
挙
状
事
一
称
一
一

陽
病
一
退
出
歎
云
々
、
雅
頼
者
左
大
弁
家
司
也
、
未
レ
有
－
一
事
定
一
以
前
大
弁
間
一
一

下
官
一
、
大
略
示
レ
之
、
頗
有
二
思
慮
気
ぺ

こ
れ
ら
の
事
例
の
う
ち
、
③
以
外
は
何
ら
か
具
体
的
な
症
状
の
記
載
が
あ
る
。

ま
ず
①
は
、
元
日
節
会
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
右
大
臣
藤
原
顕
光
は
、
膝
も
と

に
患
い
が
あ
る
か
ら
と
、
着
座
に
先
だ
っ
て
群
臣
が
庭
に
列
立
し
再
拝
す
る
「
謝

座
」
の
儀
礼
に
加
わ
ら
ず
、
脇
か
ら
参
入
し
て
着
座
す
る
お
許
し
を
天
皇
か
ら
得
た
。

と
こ
ろ
が
す
ぐ
後
、
左
大
臣
藤
原
道
長
は
天
皇
室
の
も
と
に
参
入
し
、
帰
っ
て
く
る
や

い
な
や
「
咳
病
で
参
加
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
道
長
の
様
子
を

う
か
が
う
と
、
ど
う
や
ら
顕
光
が
「
陽
病
」
を
理
由
に
脇
か
ら
参
加
し
よ
う
と
い
う

の
で
、
（
怒
っ
て
）
帰
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
「
（
節
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
）

小
朝
拝
に
参
加
し
て
何
と
も
な
い
の
は
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
患
い
が
あ
る
と
奏
上

す
る
と
は
、
と
ん
で
も
な
い
」
と
非
難
す
る
公
卿
も
い
た
よ
う
だ
。
結
局
、
道
長
が

帰
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
彼
が
勤
め
る
は
ず
の
節
会
を
取
り
仕
切
る
内
弁
の
役
が

顕
光
に
回
っ
て
き
た
。
「
患
い
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
内
弁
を
勤
め
ろ
と
は
、

あ
ん
ま
り
だ
。
ど
う
し
よ
う
」
と
実
資
に
泣
き
つ
い
て
「
も
う
一
度
、
奏
上
し
て
み

て
は
ど
う
で
す
か
」
と
助
言
し
て
も
ら
っ
た
顕
光
だ
が
、
今
度
は
お
許
し
が
出
ず
、

内
弁
を
勤
め
る
ハ
メ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
引
用
で
は
省
略
し
た
が
、
「
儀
式
次
第
の

カ
ン
ベ
（
懐
紙
）
を
持
っ
て
い
た
ら
貸
し
て
欲
し
い
」
と
頼
ま
れ
た
実
資
は
、
持
っ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
持
っ
て
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
苛
め
で
あ

る。

第 3号史人

さ
て
、
こ
こ
で
顕
光
が
列
立
で
き
な
い
理
由
と
し
て
奏
上
し
た
の
は
「
膝
下
」
の

「
慈
」
で
あ
る
。
一
方
、
道
長
が
退
出
し
た
際
に
は
、
顕
光
は
「
陽
病
」
を
称
し
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
「
膝
下
」
の
「
悉
」
と
「
陽
病
」
と
は
同
じ
病
気

を
指
し
て
い
る
。
「
陽
病
」
と
は
膝
に
関
わ
る
病
気
な
の
か
。
熱
病
ど
こ
ろ
か
、
全
く

違
う
症
状
の
事
例
が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
。
結
論
を
急
が
ず
、
他
の
事
例
も
見
て
い

こ
w

つ。②
は
、
伊
勢
斎
王
当
子
内
親
王
御
寝
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
後
に
関
白
と
な
っ

て
位
人
臣
を
極
め
た
藤
原
教
通
の
若
き
日
の
一
働
。
教
通
は
内
裏
か
ら
膜
所
に
向
か

う
斎
玉
の
輿
に
付
き
従
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
源
経
一
房
の
語
る
と
こ
ろ
で
は
、
教

通
は
「
責
冠
」
（
折
艦
の
当
て
字
か
）
さ
れ
て
「
心
神
草
乱
」
と
な
り
、
一
条
辻
で
早

々
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
臣
下
が
勤
む
べ
き
公
役
で
あ
り
、
神
事
で
も
あ
る

斎
王
御
棋
に
供
奉
し
な
が
ら
、
物
忌
に
参
籍
（
「
宿
人
」
）
す
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

と
意
図
を
計
り
か
ね
た
実
資
は
、
道
長
の
指
示
か
と
思
案
し
て
い
る
。

教
通
の
早
退
の
理
由
は
「
責
冠
」
に
よ
る
「
心
神
事
乱
」
だ
と
い
う
が
、
こ
れ
を

後
で
「
陽
病
」
と
言
い
替
え
て
い
る
。
熱
病
で
も
な
け
れ
ば
、
膝
な
ど
も
全
く
関
係

な
い
。
事
後
に
記
憶
を
整
理
し
て
書
か
れ
る
日
記
に
お
い
て
、
記
述
途
中
で
認
識
が

変
化
し
た
と
は
考
え
難
い
が
、
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

④
は
、
大
殿
道
長
と
摂
政
頼
通
が
石
清
水
八
幡
宮
に
参
詣
し
て
い
る
折
、
留
守
を

守
る
右
大
将
藤
原
実
資
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
頬
に
腫
れ
物
が
出
来
て
し
ま
っ
た
実
資
は
、

本
来
な
ら
事
情
を
連
絡
し
て
参
内
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
殿
・
摂
政

が
京
外
に
出
て
い
る
と
き
は
大
将
が
天
皇
に
砥
候
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な

の
に
家
に
い
な
が
ら
障
り
を
報
告
す
る
だ
け
で
は
、
必
ず
怠
慢
を
答
め
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
「
陽
病
」
を
疑
わ
れ
て
は
困
る
の
で
参
入
し
た
、
と
い
う
。
後
か
ら
公
任
や
実
成

が
参
内
し
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
実
資
は
退
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
顔
面
に
病
気

が
出
て
い
る
の
で
、
女
房
へ
の
取
り
次
ぎ
は
養
子
の
資
平
に
頼
ん
だ
と
い
う
。

こ
の
事
例
に
出
て
き
た
「
陽
病
」
は
「
頬
腫
」
を
意
味
し
な
い
。
頬
の
腫
れ
は
事

実
だ
が
、
こ
れ
を
理
由
に
参
内
し
な
け
れ
ば
「
陽
病
」
と
い
う
全
く
異
な
る
病
気
を

疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
「
陽
病
」
で
欠
席
す
れ
ば
必
ず
「
故
怠
」

に
処
せ
ら
れ
る
。
「
陽
病
」
で
は
病
欠
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
の
だ
。
だ
ん
だ
ん
「
陽

病
」
が
ど
ん
な
も
の
か
分
か
っ
て
き
た
。
次
の
⑤
こ
そ
、
こ
の
「
陽
病
」
が
如
何
な

る
病
気
か
を
端
的
に
表
現
す
る
事
例
で
あ
る
。
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『小右記』こぼれ話

皇
太
后
宮
大
夫
源
道
方
と
同
権
大
夫
藤
原
資
平
は
、
皇
太
后
姉
子
の
た
め
に
明
尊

僧
都
に
御
修
法
を
行
わ
せ
て
い
た
。
研
子
は
こ
の
年
九
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、

病
気
平
癒
を
祈
祷
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
願
を
こ
の
日
に
迎
え
よ
う
と
し
て

い
た
が
、
引
き
続
き
別
の
僧
に
御
修
法
を
修
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
の
が
、
延
暦
寺
の
僧
・
良
円
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
良

円
は
日
頃
か
ら
心
神
が
優
れ
ず
、
食
欲
も
減
退
し
て
い
る
と
い
う
。
先
月
二
五
日
か

ら
七
日
間
、
実
資
が
娘
・
千
古
の
た
め
に
如
意
輪
観
音
像
を
供
養
し
た
際
に
も
、
良

円
に
依
頼
し
た
が
体
調
不
良
に
よ
り
断
ら
れ
、
代
わ
り
に
定
範
が
こ
れ
を
行
っ
て
い

る
。
実
資
は
そ
の
こ
と
を
道
方
・
資
平
に
教
え
、
良
円
は
無
理
だ
と
伝
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
良
円
は
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
ろ
病
気
で
伏
せ
て
い
た
資
平
の
妻
の
こ
と
を

見
舞
う
た
め
に
比
叡
山
を
下
り
て
京
に
や
っ
て
き
た
か
ら
、
や
や
こ
し
い
こ
と
に
な

る
（
良
円
と
資
平
と
は
兄
弟
で
あ
る
）
。
良
円
は
恐
ら
く
実
資
の
も
と
を
訪
れ
、
資
平

邸
に
は
立
ち
寄
ら
ず
に
帰
山
し
た
。
病
気
と
い
う
か
ら
御
修
法
を
依
頼
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
た
の
に
、
下
山
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
「
陽
病
」
だ
か
ら
で
は
な
い
の

か
、
俺
の
も
と
を
訪
れ
ず
に
見
舞
い
の
言
葉
だ
け
伝
え
さ
せ
て
帰
山
す
る
の
も
、
御

修
法
の
た
め
に
僧
た
ち
が
家
に
い
る
か
ら
、
そ
れ
で
「
陽
病
」
だ
と
外
に
漏
れ
て
し

ま
う
の
を
恐
れ
て
の
こ
と
で
は
な
い
の
か
l
iー
と
資
平
は
勘
繰
り
、
憤
慨
し
て
道
方

に
書
状
を
送
っ
た
。
道
方
の
も
と
か
ら
そ
の
書
状
を
伝
え
ら
れ
た
実
資
は
、
良
円
は

顔
が
痩
せ
こ
け
て
色
つ
や
も
悪
く
、
「
虚
仮
」
を
称
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ

が
、
と
感
想
を
書
い
て
い
る
（
お
そ
ら
く
、
そ
の
よ
う
に
資
平
・
道
方
に
取
り
な
し

の
手
紙
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
）
。
こ
こ
で
、
資
平
が
「
陽
病
に
似
た
る
べ
し
」
と
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
実
資
は
「
『
虚
仮
を
称
す
』
と
謂
う
べ
か
ら
ざ
る
か
」
と
言
っ
て

い
る
。
「
陽
病
」
と
は
「
虚
仮
」
、
つ
ま
り
仮
病
な
の
だ
。

確
か
に
、
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
事
例
で
は
本
当
に
病
気
だ
っ
た
事
例
は
少
な
い
。

冒
頭
の
事
例
で
は
、
推
間
使
孝
忠
は
仮
病
を
言
っ
て
鎮
西
に
下
向
し
よ
う
と
し
な
い

の
で
あ
り
、
①
で
は
「
膝
が
痛
い
」
と
い
う
顕
光
に
対
し
て
、
仮
病
を
使
っ
て
列
立

す
る
の
を
避
け
よ
う
と
は
不
届
き
な
、
と
他
の
公
卿
か
ら
反
感
を
買
っ
て
い
る
（
実

は
こ
の
日
は
雪
が
降
り
し
き
る
大
変
寒
い
目
だ
っ
た
）
。
②
で
も
、
道
長
に
厳
し
く
叱

ら
れ
た
教
通
が
仮
病
で
早
退
し
た
の
で
あ
り
、
④
で
は
仮
病
で
出
仕
を
怠
っ
た
と
判

断
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
実
資
は
頬
の
腫
れ
を
押
し
て
参
内
し
て
い
る
。
こ
の
他
、

＠
は
実
資
の
随
身
だ
っ
た
近
衛
の
高
扶
明
が
仮
病
を
使
っ
て
久
し
く
出
仕
し
な
い
の

で
、
呼
び
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
⑥
で
は
、
陣
定
に
先
だ
っ
て
左
大
弁
藤

原
定
頼
が
胸
が
苦
し
い
と
言
っ
て
退
出
し
た
が
、
そ
れ
は
自
ら
の
家
司
の
覚
挙
状
に

つ
い
て
～
審
議
す
る
た
め
、
関
係
者
が
在
席
す
る
こ
と
を
偉
つ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
や

は
り
仮
病
で
あ
る
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
お
い
て
『
小
右
記
』
の
用
例
を
示
し
て

「
熱
病
」
と
し
た
の
は
誤
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
も
う
一
度
よ
く
見
て
み
る
と
、
仮
病
を
意
味

す
る
「
ょ
う
i

び
ょ
う
」
と
し
て
【
伴
病
｝
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
大
漢
和

辞
典
』
で
は
【
伴
｝
の
意
味
の
一
つ
ど
し
て
「
あ
ら
は
。
う
は
ベ
を
装
ふ
」
を
挙
げ
、

「
通
じ
て
陽
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
伴
、
通
作
レ
陽
、
内
不
レ
然
而
外
飾
偽
日
レ
陽
」
・
と

し
、
一
方
｛
陽
】
の
項
に
も
「
い
つ
は
る
」
と
い
う
意
味
で
「
伴
に
通
ず
」
と
説
明

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
陽
」
と
「
伴
」
と
は
同
義
・
同
音
を
持
つ
漢
字
で
あ
り
、

『
小
右
記
』
に
み
え
る
「
陽
病
」
と
は
、
東
洋
医
学
に
い
う
「
陽
病
」
と
は
違
っ
て
、

「
伴
病
」
を
意
味
す
る
言
葉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
陽
病
」
は
『
小
右
記
』
以
外
の
日
記
で
は
管
見
に
入
ら
ず
、
実
資
独
特
の
言
い

回
し
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
演
習
後
に
『
小
右
記
』
以
外
の
「
陽
病
」
の
類
例
を
若

干
見
つ
け
た
。
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
五
（
八
三
八
）
年
十
二
月
己
亥
（
一
五
日
）
条

は
、
承
和
の
遣
唐
使
に
お
い
て
、
大
使
の
藤
原
常
嗣
が
自
ら
が
乗
る
第
一
舶
と
第
二

舶
と
を
取
り
換
え
た
こ
と
に
立
腹
し
た
副
使
の
小
野
筆
が
病
を
称
し
て
乗
船
拒
否
し

た
た
め
、
遠
流
に
処
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
有
名
な
記
事
だ
が
、
こ
こ
に
「
於
レ
是

副
使
筆
怨
穀
、
陽
レ
病
而
留
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
雄
略
天
皇
八

年
二
月
条
に
、
「
揚
レ
患
ニ
其
腹
一
」
と
い
う
用
例
が
あ
り
、
斉
明
天
皇
三
年
九
月
条
に

も
、
有
間
皇
子
が
病
気
療
養
と
偽
っ
て
牟
婁
湯
に
湯
治
に
出
か
け
た
際
の
気
が
触
れ

た
素
振
り
を
「
陽
狂
」
（
古
訓
は
イ
ツ
ハ
リ
タ
フ
レ
）
と
表
現
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
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「
陽
」
を
「
い
つ
わ
る
」
と
読
む
も
の
で
、
司
小
右
記
』
と
同
じ
く
仮
病
を
意
味
し
て

い
る
。本
稿
の
考
察
は
も
と
も
と
、
辞
書
の
記
載
の
裏
付
け
を
取
ろ
う
と
思
っ
て
始
め
た

作
業
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
予
期
せ
ぬ
結
論
に
至
っ
た
。
辞
書
の
記
述
を
む

や
み
に
疑
う
べ
き
で
は
な
い
が
、
あ
く
ま
で
学
者
が
考
察
し
た
結
果
な
の
だ
か
ら
、

絶
対
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
辞
書
と
い
え
ど
注
意
深
く
読
ま
な
け
れ
ば
間
違
い
を

犯
す
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
経
験
談
と
し
て
、

こ
こ
に
小
文
を
認
め
て
み
た
。

2 0 1 1 

大
学
院
演
習
『
小
右
記
』
講
読
担
当
者
一
覧
⑤

第3号

演
習
日

一O
O
三
年

四
月
二
五
日

五

月

二

日

五

月

九

日

五
月
一
六
日

五
月
二
三
日

五
月
三

O
日

史人

六

月

六

日

六
月
二
二
日

六
月
二

O
日

六
月
二
七
日

七
月

七
月
一
一
日

七
月
一
八
日

担

当

条

四
日

長
保
元
年
一
一
月
九
日
・
一

O
日
・
一
一
日
条

長
保
元
年
一
一
月
一
八
日
・
一
九
日
・
二

O
日
条

長
保
元
年
一
一
月
一
五
日
・
二
ハ
日
・
一
七
日
条

長
保
元
年
一
一
月
二
二
日
・
二
三
日
・
二
四
日
条

長
保
元
年
一
一
月
二
五
日
・
二
六
日
条

長
保
元
年
一
一
月
二
七
日
・
二
八
日
・
二
九
日
・

三
十
日
条

長
保
元
年
二
一
日
一
日
・
二
日
条

長
保
元
年
一
二
月
三
日
・
四
日
・
五
日
条

長
保
元
年
二
一
月
五
日
・
六
日
・
七
日
・
九
日
条

長
保
元
年
二
一
月
一
一
日
・
一
二
日
・
一
四
日
・

一
六
日
条

長
保
一
元
年
一
二
月
一
七
日
・
一
八
日
・
一
九
日
・

二
三
日
・
二
五
日
条

長
保
元
年
一
二
月
二
七
日
・
二
八
日
・
二
九
日
条

寛
弘
元
年
七
月
一
日
・
三
日
条

担
当
者

市

川

裕

士

倉
元
祥
三
郎

片

上

智

覚

渡

辺

心

川
津
崇
士
山

倉
元
祥
三
郎

村

山

太

郎

渡

辺

心

川

津

崇

志

渡
辺

，心

川片小
津上島

崇智荘
志覚ー

寛
弘
二
年
三
月
十
三
日
に
生
ま
れ
た
男
子

渡
漫

誠

寛
弘
二
（
一

O
O五
）
年
三
月
二
二
日
、

記
』
の
当
該
日
条
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

｛

概

経

房

）

｛

藤

原

慎

平

｝

｛

藤

原

｝

左
頭
中
将
妻
産
二
男
子
一
、
則
左
兵
衛
督
外
孫
也
、
産
時
辰
剤
一
斉
々
、
資
平
所
レ

申
、
乍
レ
驚
申
コ
遣
事
由
一
了
、

左
近
衛
中
将
源
経
房
の
妻
が
男
子
を
出
産
し
た
。
こ
の
子
ど
も
は
参
議
・
左
兵
衛

督
藤
原
懐
平
の
外
孫
に
当
た
る
と
い
う
か
ら
、
経
一
房
の
妻
と
は
懐
平
の
娘
で
あ
る
。

懐
平
は
記
主
・
藤
原
実
資
の
兄
。
懐
平
の
実
子
で
実
資
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
資
平

が
こ
れ
を
実
資
に
連
絡
し
た
が
、
こ
の
と
き
資
平
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
あ
っ

た
と
い
う
。
彼
が
妹
の
出
産
を
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
て
い
る
理
由
は
、
本
条
を

現
代
語
に
逐
語
訳
し
た
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
小
文
の
考
察
の
過
程

で
お
い
お
い
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

槙
野
庚
造
編
『
平
安
人
名
辞
典
｜
長
保
二
年
｜
』
（
高
科
書
店
、
一
九
九
三
年
）
に

よ
れ
ば
、
源
経
房
の
妻
は
史
料
上
、
三
人
が
確
認
で
き
る
。
一
人
目
は
藤
原
有
国
の

娘
か
と
も
思
わ
れ
る
出
自
不
明
の
女
性
で
、
長
保
四
（
一

O
O
二
）
年
五
月
．
一
七
日

に
死
去
し
て
い
る
。
二
人
目
は
藤
原
懐
平
の
娘
で
、
経
房
が
長
保
五
年
か
ら
通
い
始

め
、
寛
仁
元
（
一

O
一
七
）
年
七
月
一
三
日
に
死
去
し
た
。
三
人
目
に
は
、
そ
の
妹

に
当
た
る
女
性
が
姉
の
死
後
、
治
安
元
（
一

O
二
二
年
ま
で
に
妻
に
迎
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
妻
と
の
婚
姻
期
聞
は
重
複
し
な
い
よ
う
で
、
こ
の
う
ち
二
人
目

の
女
性
が
こ
の
時
に
子
ど
も
を
生
ん
だ
母
親
に
当
た
る
。

大
日
本
古
記
録
本
で
は
、
こ
の
と
き
生
ま
れ
た
男
子
に
つ
い
て
人
物
比
定
が
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
二

O
O三
年
の
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
で
の
史
料

演
習
「
日
本
古
代
社
会
文
化
研
究
」
（
担
当
教
員
西
別
府
元
日
）
に
お
い
て
人
物
比

一
人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
。
『
小
右

( 60) 


